
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日
受
領

答

弁

第

一

四

三

号

内
閣
衆
質
一
七
七
第
一
四
三
号

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
山
内
康
一
君
提
出
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
案
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
内
康
一
君
提
出
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
際
協
力
銀
行
（
国
際
協
力
銀
行
及
び
日
本
輸
出
入
銀
行
を
含
む
。
）
の
過
去
二
十
年
間

（
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日
前
の
二
十
年
間
を
い
う
。
）
の
役
員
の
う
ち
、
所
管
省
庁
に
お
い
て
保
存
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
関
係
書
類
等
に
よ
っ
て
把
握
で
き
た
常
勤
の
国
家
公
務
員
の
退
職
者
（
職
務
の
専
門
性
等
を
踏
ま
え
、
専
ら
教
育
、

研
究
又
は
医
療
に
従
事
し
た
者
、
国
家
公
務
員
と
し
て
の
勤
務
が
一
時
的
で
あ
っ
た
者
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭

和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
九
条
第
四
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
退
職
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
な
い
者
を
除
く
。）

の
氏
名
（
生
年
月
日
、
最
終
官
職
）
及
び
任
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

馬
淵
晴
之
（
昭
和
四
年
二
月
一
日
、
ウ
ル
グ
ア
イ
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
）
が
平
成
元
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
三
年

七
月
十
日
ま
で
、
岩
崎
文
哉
（
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
、
大
蔵
省
印
刷
局
長
）
が
平
成
元
年
六
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
年
九

月
十
三
日
ま
で
、
山
口
光
秀
（
昭
和
二
年
九
月
十
六
日
、
大
蔵
事
務
次
官
）
が
平
成
二
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
六
年
五

月
十
三
日
ま
で
、
吉
田
文
毅
（
昭
和
十
二
年
十
月
十
九
日
、
特
許
庁
長
官
）
が
平
成
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
年
六
月

三
十
日
ま
で
、
高
瀬
秀
一
（
昭
和
十
一
年
一
月
四
日
、
キ
ュ
ー
バ
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
）
が
平
成
三
年
七
月
十
日
か
ら
平

一



成
五
年
八
月
二
十
九
日
ま
で
、
山
崎
高
司
（
昭
和
八
年
八
月
十
日
、
大
蔵
省
大
臣
官
房
付
）
が
平
成
三
年
九
月
十
三
日
か
ら

平
成
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
南
学
政
明
（
昭
和
十
三
年
二
月
十
一
日
、
中
小
企
業
庁
長
官
）
が
平
成
四
年
七
月
十
五
日

か
ら
平
成
七
年
七
月
十
六
日
ま
で
、
江
沢
雄
一
（
昭
和
十
四
年
一
月
七
日
、
大
蔵
省
国
際
金
融
局
長
）
が
平
成
四
年
七
月
三

十
一
日
か
ら
平
成
七
年
七
月
十
日
ま
で
、
保
田
博
（
昭
和
七
年
五
月
十
四
日
、
大
蔵
事
務
次
官
）
が
平
成
六
年
五
月
十
三
日

か
ら
平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
ま
で
、
鏡
味
徳
房
（
昭
和
十
七
年
五
月
十
八
日
、
大
蔵
省
関
税
局
長
）
が
平
成
七
年
七
月

十
日
か
ら
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
中
田
哲
雄
（
昭
和
十
六
年
十
一
月
六
日
、
中
小
企
業
庁
長
官
）
が
平
成
七
年
七

月
十
六
日
か
ら
平
成
九
年
七
月
二
十
八
日
ま
で
、
白
川
進
（
昭
和
十
九
年
五
月
十
九
日
、
通
商
産
業
省
基
礎
産
業
局
長
）
が

平
成
九
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
林
康
夫
（
昭
和
十
七
年
八
月
五
日
、
中
小
企
業
庁
長
官
）

が
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
二
年
六
月
二
十
三
日
ま
で
、
内
田
富
夫
（
昭
和
十
七
年
十
一
月
八
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
）
が
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
二
年
十
月
三
日
ま
で
、
大
塚
功
（
昭
和
十
七
年
八
月
三

日
、
大
蔵
省
大
臣
官
房
付
）
が
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
三
年
二
月
十
六
日
ま
で
、
長
瀬
要
石
（
昭
和
十
三
年
一

月
二
十
七
日
、
経
済
企
画
庁
調
整
局
長
）
が
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
ま
で
、
篠
沢
恭
助
（
昭

和
十
二
年
三
月
一
日
、
大
蔵
事
務
次
官
）
が
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
岩
田
満
泰
（
昭

二



和
二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
中
小
企
業
庁
長
官
）
が
平
成
十
二
年
七
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
河
村

悦
孝
（
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
、
モ
ロ
ッ
コ
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
）
が
平
成
十
二
年
十
月
三
日
か
ら
平
成
十
四
年
十

月
六
日
ま
で
、
浜
中
秀
一
郎
（
昭
和
十
九
年
二
月
十
日
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
）
が
平
成
十
三
年
二
月
十
六

日
か
ら
平
成
十
四
年
九
月
一
日
ま
で
、
田
波
耕
治
（
昭
和
十
四
年
九
月
十
日
、
大
蔵
事
務
次
官
）
が
平
成
十
三
年
六
月
二
十

九
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
志
賀
櫻
（
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
九
日
、
東
京
税
関
長
）
が
平
成
十
四
年
九
月

一
日
か
ら
平
成
十
五
年
一
月
十
七
日
ま
で
、
古
屋
昭
彦
（
昭
和
二
十
一
年
十
月
五
日
、
地
球
環
境
問
題
担
当
大
使
）
が
平
成

十
四
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
十
八
年
四
月
十
一
日
ま
で
、
岩
下
正
（
昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
、
財
務
省
会
計
セ
ン
タ

ー
所
長
）
が
平
成
十
五
年
四
月
十
四
日
か
ら
平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
岡
本
巖
（
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
五
日
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
）
が
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
齋
藤
浩
（
昭
和
二
十
八
年
一

月
三
十
一
日
、
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
長
）
が
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
松
井

英
生
（
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
九
日
、
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
商
務
流
通
審
議
官
）
が
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
大
村
雅
基
（
昭
和
二
十
八
年
一
月
二
十
一
日
、
財
務
省
大
臣
官
房
付
）
が
平
成
二
十
年
七
月
二
十

七
日
か
ら
現
在
ま
で
、
細
川
興
一
（
昭
和
二
十
二
年
六
月
十
七
日
、
財
務
事
務
次
官
）
が
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
現
在

三



ま
で
、
渡
辺
博
史
（
昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
、
財
務
省
財
務
官
）
が
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
現
在
ま
で
、
板
東

一
彦
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
十
日
、
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議
官
）
が
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
現
在
ま
で
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
を
取
り
下
げ
る
考
え
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

法
案
を
修
正
す
る
考
え
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

法
案
の
規
定
に
よ
り
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
の
役
員
に
つ
い

て
は
、
主
務
大
臣
の
監
督
の
下
で
、
会
社
が
適
材
適
所
の
人
事
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
際
、
識
見

及
び
能
力
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
特
定
の
府
省
庁
を
退
職
し
た
公
務
員
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
み
に
よ
っ
て
同
一
府

省
庁
出
身
者
が
何
代
に
も
わ
た
っ
て
特
定
の
役
員
ポ
ス
ト
を
占
め
る
よ
う
な
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
切
に
対
処
し
て
ま

い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

四



会
社
の
業
務
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
主
務
大
臣
の
監
督
の
下
、
会
社
が
適
切
に
対
応
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

会
社
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
対
す
る
検
証
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
当
該
事
故
に
よ
り
米
国
に
お
け
る
原
子
力
政
策
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
と
い
う
点
も
含
め
て
、
注
意
深

く
見
守
り
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
英
国
輸
出
開
発
公
社
」
と
は
英
国
政
府
の
一
部
局
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｇ
Ｄ
（E

xport
C

redits
G

uarantee

D
epartm

ent

）
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｇ
Ｄ
の
設
立
は
大
正
八
年
六
月
二
十
一
日
、
人
員
は
二
百
二
十

六
名
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
平
均
）
で
あ
り
、
現
在
、
融
資
業
務
は
行
っ

て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

八
か
ら
十
ま
で
に
つ
い
て

法
案
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
定
の
国
の
機
関
を
参
考
例
と
は
し
て
い
な
い
。
会
社
は
、
国
の
政
策
を
実
施
す
る
た
め

五



の
政
策
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
発
行
済
株
式
の
総
数
を
政
府
が
保
有
し
、
主
務
大
臣
で
あ
る
財
務
大
臣
の
監
督

に
服
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
案
の
提
案
理
由
と
は
し
て
い
な
い
。

十
二
及
び
十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
機
能
強
化
業
務
」
は
、
国
際
競
争
の
激
化
や
長
期
・
巨
額
の
外
貨
の
調
達
難
と
い
っ
た
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
め

ぐ
る
環
境
の
変
化
を
受
け
、
民
間
金
融
を
補
完
す
る
政
策
金
融
に
よ
る
支
援
を
期
待
す
る
経
済
界
か
ら
の
声
を
踏
ま
え
、
我

が
国
企
業
の
海
外
事
業
を
支
援
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
会
社
の
業
務
運
営
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
ま
で
も
民
業
補
完
を
旨
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
法
案
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
お
い
て
「
一

般
の
金
融
機
関
が
行
う
金
融
を
補
完
す
る
こ
と
を
旨
と
し
」
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
直
貸
し
」
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我
が
国
の
法
人
等
又
は
出
資
外
国
法
人
等
が
海
外
に

お
い
て
行
う
事
業
に
直
接
又
は
間
接
に
充
て
ら
れ
る
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
法
案
第
十
一
条
に
お
い
て
会
社
が
そ
の

六



目
的
を
達
成
す
る
た
め
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

七


